
― 1 ―私幼時報／２０１３．４

　
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
る
子
ど
も
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
調
査
で
は
、
児

童
の
約
５
％
に
注
意
欠
陥
／
多
動
性
障
害

（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
が
、
約
１
％
に
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
害
は
、
先
天
的
な
要
因
で
起
き

た
脳
機
能
の
障
害
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
代
表
が
自
閉
症
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
１
９
８
７
年
の
診
断
基
準
の
改
定

で
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
が
発
達
障
害
の
一
つ
と
し

て
加
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
状
況
が
い
さ
さ

か
混
乱
し
始
め
ま
し
た
。

　
診
断
基
準
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と

に
加
え
て
、
診
断
概
念
の
普
及
も
、
診
断

の
増
加
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
や
は
り
実
質
的
な
増
加
も
起

き
て
い
る
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
で

す
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
環
境
ホ
ル
モ
ン

や
重
金
属
の
影
響
が
取
り
ざ
た
さ
れ
ま
し

た
が
、
確
証
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
増
加

へ
の
関
与
が
ほ
ぼ
確
実
な
の
が
、
晩
婚
化

の
影
響
で
す
。
た
だ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
つ
い

て
は
、
む
し
ろ
母
親
の
年
齢
が
低
い
こ
と

が
危
険
因
子
と
な
り
、
晩
婚
化
だ
け
で
説

明
が
つ
く
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
、
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
を
受
け
た

り
、
養
育
者
か
ら
離
さ
れ
た
り
し
た
子
ど

も
に
発
達
障
害
と
類
似
し
た
状
態
が
み
ら

れ
る
と
い
う
事
実
で
す
。
こ
う
し
た
ケ
ー

ス
に
起
き
て
い
る
の
は
、
実
は
発
達
障
害

で
は
な
く
愛
着
障
害
と
い
う
状
態
で
す
。

　
愛
着
障
害
は
、
養
育
者
と
の
安
定
し
た

絆
の
形
成
に
失
敗
し
た
こ
と
に
よ
り
、
発

達
の
遅
れ
や
特
有
の
対
人
関
係
の
問
題
、

情
緒
不
安
定
な
ど
を
呈
す
る
も
の
で
す
。

二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
抑
制
性
愛
着
障

害
は
、
誰
に
も
懐
こ
う
と
せ
ず
、
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
に
似
ま
す
。
脱
抑
制
性
愛

着
障
害
は
、
誰
に
で
も
見
境
な
く
甘
え
、

活
発
で
気
ま
ぐ
れ
で
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
そ
っ

く
り
で
す
。

　
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
「
発
達
障
害
」
と

診
断
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
少
な
か
ら

ず
愛
着
障
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
発
達
障
害

類
似
状
態
が
混
じ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
１
歳
半
で
調
べ
る
と
、
約
一
割
の
子
ど

も
が
、
愛
着
が
不
安
定
な
混
乱
型
を
示
し

ま
す
。
混
乱
型
の
愛
着
を
示
す
子
ど
も�

は
、
そ
の
後
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
の
行
動
の

問
題
を
発
展
さ
せ
や
す
い
の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
母
親
の
う
つ
も
、
子
ど
も

と
の
愛
着
を
不
安
定
に
さ
せ
、
愛
着
障
害

の
要
因
に
な
り
得
ま
す
。
虐
待
や
ネ
グ
レ

ク
ト
は
、決
し
て
「
悪
い
」
母
親
が
行
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
母
親
た
ち

も
追
い
詰
め
ら
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
好
奇
心
旺
盛
で
活
動
的
な
遺
伝
子
タ
イ

プ
の
子
ど
も
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
な
り
や

す
い
の
で
す
が
、
共
感
的
な
養
育
を
受

け
、
両
親
の
関
係
が
安
定
し
て
い
る
場
合

に
は
、
行
動
上
の
問
題
は
何
ら
増
え
ま
せ

ん
。
こ
の
遺
伝
子
タ
イ
プ
は
、
愛
着
障
害

の
リ
ス
ク
遺
伝
子
で
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
な
り
や
す
い
素
因
を
も

つ
子
ど
も
で
は
、
そ
の
腕
白
な
特
性
か

ら
、
ど
う
し
て
も
否
定
的
な
扱
い
を
受
け

や
す
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
愛
着
が
不
安
定

に
な
り
、
そ
れ
が
行
動
の
問
題
に
拍
車
を

か
け
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
が
ち
な
の

で
す
。
換
言
す
れ
ば
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
か
な

り
の
部
分
が
、
実
は
愛
着
障
害
に
よ
っ
て

悪
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
好
奇
心
豊
か
で
活
発
な
そ
の
子
の
特
性

を
問
題
視
し
、
否
定
的
に
扱
う
こ
と
で
、

行
動
上
の
問
題
が
ひ
ど
く
な
り
、
そ
れ
を

「
障
害
」
と
し
て
診
断
す
る
と
い
う
の
は
、

何
重
も
の
悲
劇
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
当
に
必
要
な
の
は
、
子
ど
も
の
特
性

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
母
親
を
支
え
、

そ
れ
に
よ
っ
て
子
育
て
に
余
裕
が
生
ま

れ
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

を
取
り
戻
す
こ
と
に
思
え
ま
す
。

（
精
神
科
医
）

　
　
　
　
　
　
「
発
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障
害
」
に
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障
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私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

の
財
政
措
置
は
、
前
回
お
知
ら
せ
し
た
国

庫
補
助
金
と
今
回
お
知
ら
せ
す
る
地
方
交

付
税
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全

日
私
幼
連
で
は
香
川
敬
会
長
を
先
頭
に
強

力
な
陳
情
活
動
を
展
開
し
て
、
関
係
方
面

へ
強
く
働
き
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

今
回
の
大
き
な
成
果
に
結
び
つ
き
ま
し

た
。地
方
交
付
税
財
政
措
置
額
が
決
ま
り
、

平
成
２５
年
度
の
私
立
幼
稚
園
関
係
政
府
予

算
案
が
す
べ
て
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
度
の
私
立
高
等
学
校
等
経
常

費
助
成
費
補
助
の
幼
稚
園
分
の
園
児
一
人

あ
た
り
国
庫
補
助
単
価
は
２
２
８
０
０
円

（
対
前
年
度
比
０
・
７
％
ア
ッ
プ
）。
地
方

交
付
税
分
は
前
年
度
に
比
べ
て
１
５
０
０

円
（
対
前
年
度
比
１
・
０
％
ア
ッ
プ
）
増

え
て
、
１
５
０
９
０
０
円
に
な
り
ま
し

た
。
国
庫
補
助
金
と
地
方
交
付
税
の
財
源

措
置
を
あ
わ
せ
た
園
児
一
人
あ
た
り
の
単

価
は
、
１
６
５
８
円
増
（
対
前
年
度
比
１

･

０
％
ア
ッ
プ
）
の
１
７
３
７
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。
私
立
幼
稚
園
を
強
力
に
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
幼
児
教
育
議
員
連

盟
の
国
会
議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
関
係

議
員
の
先
生
方
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省

の
皆
様
に
は
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

◆平成２５年度地方交付税措置額案まとまる

地方交付税の経常費園児一人あたり単価

国庫補助単価と合わせて

１７３，７００円（対前年１．０％アップ）

前年度０．５％の２倍の伸び率を確保

私立幼稚園等の経常費助成に係る財源計画

●園児等１人あたり単価� （単位：円）

区 分 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 伸び率 金額

幼

稚

園

地方交付税 140,200 144,400 146,800 148,600 149,400 150,900 1.0% 1,500

国庫補助金 22,408 22,587 22,587 22,619 22,642 22,800 0.7% 158

合 計 162,608 166,987 169,387 171,219 172,042 173,700 1.0% 1,658

小

学

校

地方交付税 242,300 247,900 253,100 255,400 256,800 259,400 1.0% 2,600

国庫補助金 44,072 44,116 44,116 44,487 44,531 44,843 0.7% 312

合 計 286,372 292,016 297,216 299,887 301,331 304,243 1.0% 2,912

中

学

校

地方交付税 242,300 247,900 253,100 255,400 256,800 259,400 1.0% 2,600

国庫補助金 45,726 45,772 45,772 46,087 46,133 46,456 0.7% 323

合 計 288,026 293,672 298,872 301,487 302,933 305,856 1.0% 2,923

高

校

地方交付税 242,800 248,200 253,400 255,900 257,300 259,900 1.0% 2,600

国庫補助金 52,325 52,743 52,743 52,905 52,958 53,329 0.7% 371

合 計 295,125 300,943 306,143 308,805 310,258 313,229 1.0% 2,971
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１
月
３０
日
、
全
日
私
幼
連
の
臨
時
・
理

事
会
が
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
に
先
立
っ
て
開

か
れ
た
臨
時
・
常
任
理
事
会
の
協
議
が
長

時
間
に
渡
っ
た
た
め
、
開
会
予
定
時
刻
よ

り
遅
れ
て
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
尾
上
正
史
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
の

後
、
香
川
敬
会
長
よ
り
、
認
定
こ
ど
も
園

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ま
た
来
年
度
予
算

中
の
特
に
就
園
奨
励
費
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
触
れ
て
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
定
足
数
の
確
認

が
あ
り
、
委
任
状
を
含
め
て
６０
名
の
出
席

が
あ
り
、
過
半
数
の
出
席
に
よ
り
会
議
の

成
立
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
１２
月
の
団
体
長
会
／
理
事
会

合
同
会
議
に
引
き
続
き
、
橋
本
幸
雄
理
事

（
茨
城
）
と
藤
本
明
弘
理
事
（
京
都
）
が

選
出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
に
は
千
葉
多

香
子
理
事
（
青
森
）
と
森
一
男
理
事
（
愛

媛
）が
選
任
さ
れ
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

◦
報
告
案
件
１

：

平
成
２５
年
度
政
府
予
算

に
つ
い
て
、
坪
井
久
也
政
策
委
員
長
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
就
園
奨
励
費
の
補
助
単
価
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
特
に
第
Ⅳ
階
層
は
１
２
、４
０
０

円
の
増
と
な
っ
て
、
平
成
２１
年
度
の
水
準

に
ま
で
戻
さ
れ
た

②
多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
、
第

３
子
以
降
は
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
て
、

補
助
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
無
償
化
へ
の
第

一
歩
が
進
ん
だ

③
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
施
行
に
向

け
て
、
幼
稚
園
併
設
型
認
可
外
保
育
施
設

に
お
け
る
保
育
料
等
の
消
費
税
の
非
課
税

措
置
な
ど
、
税
制
改
正
の
大
綱
が
ま
と

ま
っ
た

　
政
策
委
員
長
か
ら
の
報
告
が
了
承
さ

れ
、
次
に
協
議
案
件
に
移
り
ま
し
た
。

◦
協
議
案
件
１

：

子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
の
制
度
設
計
の
件
が
上
程
さ
れ
、
北

條
泰
雅
副
会
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
幼
保
一
体
化
の
経
緯
の
中
で
の
問
題
点

②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
諸
問

題③
市
町
村
と
の
関
係

④
残
さ
れ
た
課
題

　
大
き
く
こ
の
４
つ
の
柱
に
つ
い
て
、
細

や
か
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
の
３
法
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
動
き
が
止
ま
っ
た
ま
ま
の
現
状

で
あ
る
。

◦
協
議
案
件
２

：

幼
児
教
育
無
償
化
の
件

に
つ
い
て
、
坪
井
政
策
委
員
長
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

・�

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
平

成
２１
年
５
月
１８
日
に
す
で
に
文
科
省

内
の
研
究
会
の
中
間
報
告
で
示
さ
れ

て
い
る

・�

こ
の
度
の
自
民
党
の
重
要
政
策
に
も

掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
下
村
文
部
科
学
大

臣
も
就
任
の
記
者
会
見
で
言
及
さ
れ

て
い
る

・�

現
在
の
状
況
を
窺
え
ば
、
今
こ
そ
無
償

化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
時
機
を
逸

す
る

　
二
つ
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
る

中
で
、
流
れ
と
し
て
次
の
審
議
案
件
に

移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◦
審
議
案
件
１

：

今
後
の
振
興
活
動
の
件

に
つ
い
て
坪
井
政
策
委
員
長
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
田
中
雅
道
㈶
全
日
私
幼
研

究
機
構
理
事
長
か
ら
は
、
世
界
の
幼
児
教

育
の
流
れ
が
無
償
化
に
向
か
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
香
川
会
長
か
ら
政
府
自
民
党

と
の
協
議
や
、
全
日
私
幼
連
と
し
て
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
出
席
理
事
か
ら
は
質
問
・
意
見
・

要
望
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
途
中
、
文
科
省
幼
児
教
育
課

の
蝦
名
喜
之
課
長
が
来
ら
れ
、
平
成
２５
年

度
予
算
、
税
制
改
正
、
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
時
間
的
に
は
終
了
予
定
時
刻
を
か
な
り

過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
審
議
は
続
き
、

●
１
・
３０
臨
時
・
理
事
会

　
　
　
　
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
協
議

全
日
私
幼
連
の
会
議
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◦
審
議
案
件
２

：

今
後
の
振
興
活
動
の
件

〈
幼
稚
園
教
育
協
力
金
〉

◦
審
議
案
件
３

：

無
償
化
対
策
本
部
の
件

に
つ
い
て
も
、
活
発
な
議
論
が
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
終
的
に
、
審
議
案
件
の
一
つ
ひ
と
つ

に
つ
い
て
、
挙
手
に
よ
り
採
決
さ
れ
ま
し

た
。

審
議
案
件
１

：

今
後
の
振
興
活
動
に
つ
い

て
は
、
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
、
粛
々
と

進
め
る
こ
と
で
承
認
。

審
議
案
件
２

：

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
活
動
の
原
資
を
集
め
る
。
具
体
的

に
は
３
月
の
理
事
会
で
提
示
す
る
こ
と
で

承
認
。

審
議
案
件
３

：

全
日
私
幼
連
、
研
究
機
構

の
他
、
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
構
成
メ

ン
バ
ー
で
組
織
す
る
こ
と
で
承
認
。

　
こ
の
後
、
研
究
機
構
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
か

ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
水
田
泰
賢
監
事
か
ら
、
熱
心
な

議
論
が
あ
っ
た
が
余
裕
を
持
っ
た
時
間
配

分
に
努
め
て
ほ
し
い
と
の
所
見
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
北
條
泰
雅
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
、
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
調
査
広
報
委
員
長
・
西
谷
正
文
）

　
２
月
２０
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
、
全
日
私
幼
連
の
常
任
理
事
会
が
開
催

さ
れ
２４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
香
川
敬
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

議
長
に
尾
上
正
史
副
会
長
、
議
事
録
署
名

人
に
は
上
田
雅
裕
常
任
理
事
、
森
迫
建
博

常
任
理
事
が
選
任
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

■
審
議
案
件
１

：

幼
児
教
育
の
無
償
化
の

件
／
田
中
雅
道
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理

事
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
、

原
案
を
一
部
修
正
し
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
２

：

参
議
院
議
員
選
挙
対
策

本
部
設
置
の
件
／
坪
井
久
也
政
策
委
員
長

か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
、
原
案

を
議
決
し
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
３

：

全
日
私
幼
連
・
平
成
２４

年
度
補
正
予
算
案
の
件
／
田
中
辰
実
総
務

委
員
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
が
あ

り
、
原
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
４

：

全
日
私
幼
連
・
平
成
２５

年
度
事
業
計
画
案
の
件
／
香
川
会
長
、
委

員
会
委
員
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
が

あ
り
、
原
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
５

：

全
日
私
幼
連
・
平
成
２５

年
度
収
支
予
算
案
の
件
／
田
中
総
務
委
員

長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
、
原

案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
６

：

全
日
私
幼
連
・
会
則
改

正
案
の
件
／
田
中
総
務
委
員
長
か
ら
資
料

を
も
と
に
説
明
が
あ
り
、
原
案
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
７

：

全
日
私
幼
連
・
永
年
勤

続
表
彰
推
薦
規
定
改
正
案
の
件
／
田
中
総

務
委
員
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
が
あ

り
、
原
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
委
員
長
・
田
中
辰
実
）

　
　
　
一
〇
二
条
園
研
修
会

　
２
月
１
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お

い
て
、
全
日
私
幼
連
の
平
成
２４
年
度

１
０
２
条
園
研
修
会
が
開
催
さ
れ
全
国

か
ら
６９
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
村
山
十
五
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
伊
藤
夏
夫
１
０
２
条
園
対
策
委

員
長
よ
り
概
要
説
明
が
あ
り
開
会
し
ま

し
た
。
研
修
会
の
概
要
は
次
の
通
り
で

す
。

●
現
状
報
告
①
／
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚

園
型
／
講
師

：

内
野
光
裕
・
全
日
私
幼
連

認
定
こ
ど
も
園
対
策
副
委
員
長

●
現
状
報
告
②
／
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
保

連
携
型
／
講
師

：

磯
哲
也
・
全
日
私
幼
連

認
定
こ
ど
も
園
対
策
委
員
長

●
意
見
交
換
／
全
国
の
１
０
２
条
園
の
先

生
方
か
ら
現
状
報
告
に
よ
る
意
見
交
換
を

行
な
い
ま
し
た
。

●
２
・
２０
常
任
理
事
会

　
　
　
平
成
２５
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
な
ど
審
議

全日私幼連

２・１
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財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 
 
 

第第 44 回回よよううちちええんん絵絵本本大大賞賞  
～～新新ししいい絵絵本本ををみみつつけけよようう～～  

    
第４回ようちえん絵本大賞は、“子どもに読み聞かせたい絵本”、“お父さん・お母さんに読んでほ

しい・お勧めしたい絵本”を選考の基準として、財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構・調

査広報委員会が最近出版された絵本の中から選考を行ないました。その結果、特別賞３作品を含む

１５冊の絵本が第４回ようちえん絵本大賞に選ばれました。各委員が選考のために持ち寄った絵本

は、それぞれの幼稚園で子どもたちに人気のあるもの、感動を与えたものばかりです。その中から

選ばれた１５冊ですから、必ずお気に入りの絵本に出会うことができると思います。調査広報委員

一同、これからもたくさんの新しい絵本との出会いの一助となるよう努めてまいります。なお、参

考までに調査広報委員会が絵本の紹介文とお勧めしたい年齢を記載させていただきました。 
 

第 4回ようちえん絵本大賞 受賞一覧 
 
 

絵本名・作者・出版社名 絵本の紹介 

㈶全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 

理 事 長 賞 
 

おへそのあな 

長谷川義史  作 

ＢＬ出版 

 

 

（年少～年長） 

「もうすぐだね」「あっ、動いたよ」「元気に生まれておいで」と、

みんなでママのお腹を取り囲んでいるけど、「お腹の中からは？」

って考えたこともありませんネ。「おへそのあなから、みえる」っ

て、これは実にタノシイ。おへそのあなから見えるものは、迎え

てくれる家族たち。みんな生まれてくるのを待っている。一つの

いのちを真ん中において、繰り広げられる光景のあったかさもウ

レシイ。匂いも音も取り囲みます。だから、お腹の中で言います

ヨ「あしたうまれていくからね！」。これステキです。 

調査広報委員長 賞 
 

あかにんじゃ 

穂村 弘 作 

木内達朗 絵 

岩崎書店 

 

（年中～年長） 

おりがみの手裏剣が大好きな子どもたちにとって、忍者は永遠

のヒーローです。その忍者が真っ赤だったら…？ ひみつの巻物

をねらってお城に忍びこんだものの、その姿はあまりにも目立ち

すぎ。ドロンドロンと変身しても、いつも赤いままでは、一難去

ってまた一難。いつの間にか時間と空間を越えて、現代にやって

きてしまいます。広げたページいっぱいの色彩がとっても鮮やか

です。最後のページは、いつまでも記憶に残るでしょう！ 

こどもが まんなか PROJECT 賞 
 

新幹線のたび～はやぶさ・

のぞみ・さくらで日本縦断 

コマヤスカン 作・絵 

講談社 

 

 

 

（年長） 

いま、新幹線が青森から鹿児島まで一本の線路で繋がったこと

をどれくらいの人が知っているだろう？ この絵本は青森から新

幹線に乗って鹿児島まで出かける親子の話です。鳥のように空か

ら俯瞰するようにして、読み手の私たちもまた新幹線と共に旅を

する。こんな絵本が今まであっただろうか？ なるほど、日本と

いう国は上空から見るとこんな風になっているのかと、これまで

私の頭の中にはなかった新たな視点も与えられ、夢中になって何

度も読み返しました。まだ夜も明けきらないホームに姿を現した

新幹線「はやぶさ」。さあ、はるかとお父さんの旅がはじまります。
  

特 

別 

賞 
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絵本名・作者・出版社名 絵本の紹介 

おおきくなるっていうことは 

中川ひろたか 文 

村上康成 絵 

童心社 

 

（年中～年長） 

 この絵本は、「大きくなりたい！」という子どもの思いに寄り添い、

応援してくれるような絵本だと思います。心と体の成長が、シンプルな

絵と言葉でとてもわかりやすく描かれており、子ども自身が自分の成長

に気付いたり、自分も「やってみたい！」「できるようになりたいなぁ」

と思える場面がたくさんあります。親子で成長を喜びあいながら、何度

でも読み返したくなる素敵な絵本です。 

まじょのほうき 

さとうめぐみ 文・絵 

ハッピーオウル社 

 

 

 

（年中） 

 この絵本は、ある日突然、魔女が空から落ちてくるお話しです。そし

て、ほうきが壊れて戻れなくなってしまいました。魔女がほうきを直そ

うと、ちょっとその場を離れたすきにトラがやってきて、壊れたほうき

を頭につけるとまるでライオンみたいになりました。それからロバはシ

マウマに、ヤマアラシはウサギに変身するというお話しです。子どもた

ちは変身することが大好きです。子どもたちの変身願望をくすぐる一冊

です。 

しろくまのパンツ 

ツペラツペラ 作 

ブロンズ新社 

 

 

 

（年少～年中） 

 パンツをなくした白クマさん。困っていると心配したネズミさんが一

緒にパンツを探しに行ってくれます。しましまのパンツ、花柄のパンツ、

へんてこりんなパンツなどなど、仕掛け絵本の本領発揮！ 子どもたち

は大喜びで、ページが進んでいくのを楽しみます。そして、物語のラス

トにはアッと驚く結末が！ 最後まで読んだらもう一度いちばん最初

のページに戻ってみてください。もう一つの発見があるかも。お楽しみ

に！ 

おいしいおと 

三宮麻由子 文 

ふくしまあさえ 絵 

福音館書店 

 

 

（年少～年中） 

「おいしい」の一つひとつに音があるなんて、考えたことありました

か？ 「おいしさ」を「おと」で読んでみようって発想がいいですね。

一食分の献立をなぞって、一つひとつの食材の「おと」をつづっていま

す。いろんな音の楽しさと、「あぁ おいしい」で次のページに進むリズ

ムも気持ちいいです。箸や手が描かれているのもいいなあ。「食べる」

ことのリアリティが伝わり、だから「おいしいおと」が響くのです。さ

て、みんなの好きなもの何かな？ どんな音がするでしょうか？ 

ふゆじたくのおみせ 

ふくざわゆみこ 作 

福音館書店 

 

（年少～年長） 

森のクマさんとヤマネさんのほんわりとあたたかくなるお話しです。

いちばんのおすすめは絵がキレイ！ 秋の終わりの森の様子が細やか

に描かれており、絵本の前から森にワープしたような気持ちになりま

す。森の動物たちの通貨は子どもたちの大好きなドングリ！ １個のド

ングリをめぐってクマさんとヤマネさんの心が通います。 

つんつくせんせいと 

いたずらぶんぶん 

たかどの ほうこ 作・絵 

フレーベル館 

（年長） 

 ある日、つんつく園の子どもたちと先生とが物置小屋の片づけをして

いましたら、古い壺が見つかりました。中は空っぽ。それを先生がのぞ

きこんだとたん、先生の喉に異変が起こりました。言うべきことが言え

ず、とんでもない言葉を発するようになってしまいました。さあ大変！

でも大丈夫。注意書が見つかりましたので。 

 

 

 

 

 



― 7 ―私幼時報／２０１３．４

絵本名・作者・出版社名 絵本の紹介 

うどんのうーやん 

岡田よしたか 作 

ブロンズ新社 

 

 

（年中～年長） 

 第３回ようちえん絵本大賞で紹介した「ちくわのわーさん」に続く第

２弾。今度はうどんが大活躍します。人手が足りないうどん屋さん。う

どんのうーやんは自分で出前に出かけます。出前の途中で困っている仲

間(？)を助けながら、何度も訪れるピンチを乗り越えます。最大のピン

チは七味唐辛子に助けられ、ようやく出前先に到着します。めでたし、

めでたし。ところで、うーやんは何うどんだったのでしょうか？  

ぞうくんのあめふりさんぽ 

なかのひろたか 作・絵 

福音館書店 

 

 

 

（年少～年中） 

ご存じ「ぞうくんのさんぽ」の続編かな。でも場面設定は全く逆で、

「きょうはいいてんき」が「きょうはあめふり」です。さんぽに行く先

は池の中。泳げないゾウくんをカバくんが乗せ、ワニくんが乗せ、カメ

くんがみんなを乗せます。最後は転んでみんな池の中。「あれっ ぞう

くんがおよいだ」とストーリーは大団円。「みんなごきげん」でめでた

しメデタシ。「ぞうくんのさんぽ」とセットで読むことをお勧めします。

「ぞうくんのおおかぜさんぽ」も加えると、さらに面白いですよ！ 

新世界へ 

あべ弘士 作 

偕成社 

 

 

（年中～年長） 

 絵本は絵である。優れた絵本は絵を見ているだけで、そのストーリー

を想像することができます。優れた絵本の絵には、言葉よりもっと雄弁

に、物語を物語る力があります。荒々しい北極海を渡るカオジロガンの

親子。その彼らの目を通して、雄大で厳しい自然の息づかいが、大胆に

して精緻、単純にして力強い線と色彩で描かれた、あべ弘士さんの最新

作。さあ、渡り鳥たちと共に飛び立とう、新しい世界へ! 

小学館の図鑑 NEO＋ 

くらべる図鑑 

小学館 

 

 

（年中～年長） 

「知識」は「実感」することで、より身につきます。図鑑により「知識」

を仕入れ、身近なものと「くらべる」ことで「実感」をプラスするこの

図鑑は、新しい発見に何度も出会え、子どもたちのワクワク感を絶対に

裏切りません。「何が好き？」と子どもたちに質問すると「ぞうのおし

りー」とか、「プールでの魚の競争！」だったりと、自分では思いつか

ない「視点」や「観点」がこの本の最大の魅力となっているようです。

ねこガム 

きむらよしお 作 

福音館書店 

 

 

（年少） 

 ある男の子が、ガムを噛んでいます。大きく膨らんだガムはやがてネ

コの顔になります。何と今度は、男の子がガムのはずのそのネコに吸い

込まれてしまいます。そして今度は、男の子とネコがガムの吹きあいに

なり、結局、両方とも「パァーン」と破れてしまいます。男の子はどう

なってしまうのでしょうか。最後のページには…。空想と現実の世界を

見事に行き来させてくれる作品です。 

なるほど忍者大図鑑 

ヒサクニヒコ  絵・文 

国土社 

 

 

（年中～年長） 

忍者って？？ きっと吸いこまれるように子どもたちの興味関心が

わきあがってくるでしょう。忍者の生活・武器・術・衣装、なんでも詳

しく載っています。子どもたちの園生活にも折り紙で手裏剣を折ったり

する機会があります。「むかし忍者っていたんだよ」という話から忍者

の世界が広がった時にぜひ開いてみてください、きっと大人も興味津々

間違いなし！ 

（全１５作品） 
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「開催要項」及び「参加申込書」は、4 月初旬にあらためてご案内させていただきます。 

 

～研究発表をご希望される方へ～ 

 

【発表資格】発表者は、次の条件を満たしていることが必要です。 

①幼児教育の実践に携わっていること。或いは、実践を基に研究を行っていること。 

②平成 25 年 3 月 29 日（金）までに「口頭発表」（地区・都道府県）、「ポスター発表」の申込書・

企画趣旨概要を提出済みであること。 

③発表者は大会に参加して発表ならびに討論・質疑応答に参加すること。 

 

【研究・発表形態と条件】  

①保育実践をより豊かにすることを目指すことから、実践を踏まえた研究であること。 

②特に地区からの発表には、現場と共に歩む研究者を育てる意味からも、できるだけ大学等の共

同研究者にも参加して頂きたい。 

③研究発表が一方的な発表に終わるのではなく、参加者が提案事例をより共有しながら進められ

るように出来れば動画や写真など映像等を用いていく。 

④既発表のものでも構いません。 

⑤発表は園児、保護者等の個人情報等の管理等について発表者の責任において行ってください。 

 

【口頭発表・ポスター発表 申込方法】 

①口頭発表（地区・都道府県）・ポスター発表  

・本財団に申込書・企画趣旨概要をメールにて申し込みを行う 

・締切：平成 25 年 3 月 29 日（金） 宛先：info@youchien-kikou.com 

・申込書のフォームは本財団のホームページ（http://www.youchien-kikou.com/）からダウンロ

ードができます。 

 

【発表要領】 

①口頭発表（地区・都道府県）  （1 セッション 90 分） 

・発表時間は 1 発表につき 45 分～60 分程度、残りの時間を質疑応答協議とします。発表後、座

長の進行で討論を行います。 

・発表に際しては、出来るだけ実践での映像等を用いて参加者が提案事例をより共有しやすいよ

うにしてください（ＰＣは各自持参のこと） 

②ポスター発表（園・個人・研究者）（1セッション 120 分）   

・発表者は、縦 180 ㎝×横 90 ㎝のスペースに実践研究の要旨・図・表・写真などを貼ったポス

ターを準備し、会場で質問に答えながら自由に討論を深めます。セッション時間中は、必ず在

席してください。 

・発表ポスターは各自が持参し、２日目に所定の場所に貼って、終了後各自で撤収し、持ち帰り

ください。 

 

【発表区分】  

・研究発表希望者は、本財団の研修俯瞰図の内容区分から選択してください。 

 

【その他】  

・宿泊先の確保、交通チケットなどは各自でご予約ご購入ください。
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財団法人 全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 

第４回 幼児教育実践学会 
本学会の位置付けは、本財団が主催する実践を中心とした全国研究会です。 

 

第１次案内（予定） 
 

●テーマ   「広く、深く、ていねいに保育の質を考える」 

～保育臨床の視点を大切にする研修と研究を進めよう～ 

●趣 旨 

すべての幼児教育の現場の実践を豊かにし、幼児教育の有用性を社会に示すことで、子どもの

育ちが最優先される社会が実現されることを目指して、平成 22 年度、幼児教育実践学会がスタ

ートしました。（本学会では、３つの柱により学会運営を行ないます①発表者には、実践を踏ま

えた研究発表を行っていただき、できるだけ映像等を使用していただきたい②参加者には、生き

た研修のメイキングの仕方を学んでいただき、地区から都道府県から各園に情報等を広めていた

だきたい③本学会は、現場と共に歩む若手研究者を育てたい） 

 

●期 日   平成 25 年８月 23 日（金）・24 日（土） 

●共 催   （社）福岡県私立幼稚園振興協会「保育実践フォーラム」 

●予定会場  福岡県福岡市・都久志会館、ホテル福岡ガーデンパレス 他 

        ≪地下鉄空港線・天神駅から徒歩 5 分≫ 

●参加資格  幼児教育関係者 

●定 員   500 人 

●参加費   4,000 円 

 

大会の流れ（予定） 

○第１日目 

10：00～11：30 13：00～13：30 13：30～16：45 17：00～18：30

記念講演
開会式
表彰式

学会企画シンポジウム
他

保育者と研究者の
交流懇親会  

※「記念講演」は福岡県私立幼稚園振興協会の「保育実践フォーラム」との共催で行われます。 
※昼食のご用意はありません。各自でお取りください。 
※「表彰式」では、本財団の平成 24 年度優秀教員表彰者を表彰します。 
※「保育者と研究者の交流懇親会」は、立食・軽食とし、会費（3,000 円）は参加費とは別途徴収。 
 

○第２日目 

9：00～11：30 11：30～12：45 12：45～14：15 14：30～16：00

口頭発表①
昼食

ポスター発表
口頭発表② 対談

9：00～11：30 11：30～13：00

ワークショップ
昼食

ポスター発表
ワークショップ

13：30～16：00

「口頭発表・対談」
へ参加する場合

「ワークショップ」
へ参加する場合

 
※「口頭発表・対談」「ワークショップ」の 2つの選択により、日程が異なります。 
※昼食のご用意はありません。各自でお取りください。 
※終了後は各自解散となります。 
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国公私立幼稚園保育料等推移
（１人あたり年額／単位：円）

区分 国 立 公 立 私 立 公私格差

年度 保育料 入園料 計 保育料 入園料 計　Ａ 保育料 入園料 計　Ｂ（Ｂ－Ａ）

６１ ５２，８００ １８，０００ ７０，８００ ５３，４４７ ９０７ ５４，３５４ １４２，７８４ ３６，８８０ １７９，６６４ １２５，３１０

６２ ５２，８００ １８，０００ ７０，８００ ５５，１６１ ９４８ ５６，１０９ １４５，３４７ ３７，１７９ １８２，５２６ １２６，４１７

６３ ５２，８００ ２１，０００ ７３，８００ ５６，４４４ ９８０ ５７，４２４ １４８，１５１ ３７，５２６ １８５，６７７ １２８，２５３

元 ５４，６００ ２１，６００ ７６，２００ ５７，８３４ １，０００ ５８，８３４ １５２，６６８ ３７，９９７ １９０，６６５ １３１，８３１

２ ５４，６００ ２３，７００ ７８，３００ ５８，４６３ １，０２５ ５９，４８８ １６０，２７８ ３８，９４６ １９９，２２４ １３９，７３６

３ ５６，４００ ２３，７００ ８０，１００ ５９，４３５ １，０４３ ６０，４７７ １６７，８１２ ４０，０９０ ２０７，９０２ １４７，４２５

４ ５９，４００ ２６，０００ ８５，４００ ６０，８５０ １，０５７ ６１，９０７ １７７，３６４ ４２，０２７ ２１９，３９１ １５７，４８４

５ ６２，４００ ２６，０００ ８８，４００ ６３，１３０ １，１１０ ６４，２４０ １８６，３４８ ４３，８６０ ２３０，２０８ １６５，９６８

６ ６２，４００ ２９，０００ ９１，４００ ６４，１８０ １，１２５ ６５，３０５ １９３，５０４ ４５，３３０ ２３８，８３４ １７３，５２９

７ ６６，０００ ２９，０００ ９５，０００ ６５，７１３ １，１７１ ６６，８８４ ２００，２１２ ４６，２７７２４６，４８９ １７９，６０５

８ ６６，０００ ３０，０００ ９６，０００ ６６，８２３ １，２４９ ６８，０７２ ２０５，８７０ ４６，９８８ ２５２，８５８ １８４，７８６

９ ６６，０００ ３０，０００ ９６，０００ ６８，６３９ １，２０３ ６９，８４２ ２１２，０６３ ４７，７６５ ２５９，８２８ １８９，９８６

１０ ６６，６００ ３０，５００ ９６，５００ ７０，１６１ １，２１６ ７１，３７７ ２１６，４２３ ４８，３７８ ２６４，８０１ １９３，４２４

１１ ６８，４００ ３０，５００ ９８，９００ ７１，３４９ １，２３９ ７２，５８８ ２１９，９１６ ４８，６９３ ２６８，６０９ １９６，０２１

１２ ６８，４００ ３０，７００ ９９，１００ ７２，４５１ １，２３７ ７３，６８８ ２２２，９３４ ４８，９１１ ２７１，８４５ １９８，１５７

１３ ７０，８００ ３０，７００ １０１，５００ ７３，３５２ １，２３６ ７４，５８８ ２２６，０９８ ４９，３３２ ２７５，４３０ ２００，８４２

１４ ７０，８００ ３１，３００ １０２，１００ ７３，７７９ １，２１３ ７４，９９２ ２２８，３９３ ４９，６５３ ２７８，０４６ ２０３，０５４

１５ ７０，８００ ３１，３００ １０２，１００ ７４，５７２ １，２３７ ７５，８０９ ２２９，９９１ ４９，９０２ ２７９，８９３２０４，０８４

１６ ―― ―― ―― ７５，１７６ １，２０２ ７６，３７８２３２，２８４ ５０，０４１ ２８２，３２５ ２０５，９４７

１７ ―― ―― ―― ７５，３３３ １，２０５ ７６，５３８ ２３４，７１１ ５０，５５４ ２８５，２６５ ２０８，７２７

１８ ―― ―― ―― ７６，０８７ １，２３３ ７７，３２０ ２３７，３４８ ５０，７０９ ２８８，０５７ ２１０，７３７

１９ ―― ―― ―― ７６，６５２ １，２０９ ７７，８６１ ２４３，１８１ ５１，４４２２９４，６２３ ２１６，７６２

２０ ―― ―― ―― ７７，６３２ １，２０５ ７８，８３７２４７，４７８ ５１，８００ ２９９，２７８ ２２０，４４１

２１ ―― ―― ―― ７８，０２９ １，２１６ ７９，２４５ ２５１，２００ ５２，３６５ ３０３，５６５２２４，３２０

２２ ―― ―― ―― ７８，２６７ １，１９５ ７９，４６２２５３，４８０ ５２，２９８ ３０５，７７８ ２２６，３１６

２３ ―― ―― ―― ７８，４５１ １，２２４ ７９，６７５ ２５５，６９２ ５２，４１９ ３０８，１１１２２８，４３６

２４ ―― ―― ―― ７７，９４０ １，２０３ ７９，１４３ ２５７，４７８ ５２，５１９ ３０９，９９７２３０，８５４

＊国立幼稚園の保育料等（平成１６年度以降）は、国立大学法人化に伴い各法人ごとに規定

私立幼稚園納入金平均額の推移
（単位：円）

区分
１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率

保育料 ２３２，２８４ １．０ ２３４，７１１ １．０ ２３７，３４８ １．１ ２４３，１８１ ２．５ ２４７，４７８ １．８ ２５１，２００ １．５ ２５３，４８０ ０．９ ２５５，６９２ ０．９ ２５７，４７８ ０．７

入園料 ５０，０４１ ０．３ ５０，５５４ １．０ ５０，７０９ ０．３ ５１，４４２ １．４ ５１，８００ ０．７ ５２，３６５ １．１ ５２，２９８ ▲０．１ ５２，４１９ ０．２ ５２，５１９ ０．２

施設整備費 ３２，４００ ▲１．５ ３３，４７８ ３．３ ３０，２９３ ▲９．５ ３２，２３６ ６．４ ３３，２５０ ３．１ ３４，１５１ ２．７ ３４，０６９ ▲０．２ ３５，５６６ ４．４ ３４，９０４ ▲１．９

計 ３１４，７２５ ０．６ ３１８，７４３ １．３ ３１８，３５０ ▲０．１ ３２６，８５９ ２．７ ３３２，５２８ １．７ ３３７，７１６ １．６ ３３９，８４７ ０．６ ３４３，６７７ １．１ ３４４，９０１ ０．４

平成２４年度振興資料集③

◦平成２４年度私立幼稚園保育料等調査
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257,478 0.7 52,519 0.2 34,904 ▲ 1.9 344,901 0.4

209,711 0.8 41,046 ▲ 0.6 24,438 ▲ 3.2 275,195 0.2

青　 森 253,817 0.6 27,284 ▲ 0.8 67,384 1.5 348,485 0.7

岩 　手 209,558 2.8 25,946 0.2 28,387 ▲ 1.5 263,890 2.1

宮   城 218,779 1.6 30,120 0.6 49,913 ▲ 4.4 299,615 0.4

秋   田 213,642 0.6 21,029 ▲ 6.5 22,149 ▲ 45.3 256,819 ▲ 6.7

山   形 259,803 2.9 29,270 0.2 47,516 ▲ 7.4 336,588 1.1

福   島 213,778 0.3 27,835 4.3 19,527 3.5 260,691 0.7

茨   城 224,082 0.8 39,464 0.0 51,107 1.8 314,653 0.9

栃   木 253,267 0.6 41,282 ▲ 0.2 27,737 1.5 322,286 0.6

群   馬 235,503 1.9 33,097 0.5 27,967 ▲ 4.8 296,568 1.1

埼   玉 282,052 0.3 63,555 ▲ 0.1 25,576 0.6 371,183 0.3

千   葉 249,746 0.7 64,666 0.2 30,628 1.0 345,048 0.6

新   潟 241,366 0.2 27,442 0.0 41,243 ▲ 3.5 310,052 ▲ 0.4

山   梨 259,849 0.0 33,525 0.0 16,248 24.1 309,621 1.0

312,900 0.7 102,331 0.5 41,693 1.4 456,924 0.7

310,854 0.5 106,544 0.3 33,939 0.8 451,337 0.5

富   山 225,911 0.3 25,714 0.0 34,016 0.4 285,641 0.3

石   川 240,203 1.1 21,859 0.0 19,411 0.0 281,473 1.0

福   井 225,045 2.1 26,438 0.6 31,117 ▲ 3.7 282,599 1.3

長   野 254,116 1.9 24,084 0.2 40,433 ▲ 1.2 318,597 1.4

岐   阜 290,969 0.5 24,828 0.2 45,369 0.6 361,167 0.5

静   岡 226,873 0.6 31,649 1.2 36,465 ▲ 19.8 294,901 ▲ 2.4

愛   知 227,402 0.7 33,825 0.7 59,380 0.2 320,607 0.6

三   重 259,176 0.4 31,983 0.6 37,905 ▲ 1.0 329,065 0.3

滋   賀 243,030 1.6 36,067 2.3 36,800 ▲ 0.9 315,897 1.4

京   都 240,533 0.4 56,235 0.1 48,139 ▲ 4.5 344,908 ▲ 0.4

兵   庫 252,381 1.0 56,370 0.3 35,333 2.4 344,084 1.0

奈   良 210,633 1.3 42,674 0.0 107,703 ▲ 1.5 361,010 0.3

和歌山 215,573 0.9 28,295 0.4 36,315 4.3 280,183 1.3

264,987 0.8 56,513 ▲ 0.2 32,983 ▲ 1.7 354,483 0.4

鳥   取 267,711 3.0 18,929 ▲ 0.7 33,729 ▲ 24.0 320,368 ▲ 1.0

島   根 235,403 ▲ 1.5 26,923 1.9 100,833 50.1 308,865 ▲ 7.1

岡   山 196,282 3.7 26,441 5.3 33,037 6.1 255,760 4.1

広   島 237,343 0.3 39,653 1.1 26,906 ▲ 4.2 303,902 0.0

山   口 218,628 0.0 16,606 ▲ 0.2 31,025 2.9 266,259 0.3

徳   島 275,500 0.0 51,250 0.0 77,089 ▲ 0.8 403,839 ▲ 0.2

香   川 211,389 1.6 26,057 0.0 33,543 ▲ 2.5 270,989 0.9

愛   媛 194,400 0.3 26,505 0.2 25,632 5.6 246,537 0.8

高   知 291,484 0.7 31,000 1.1 19,500 ▲ 3.0 341,984 0.5

福   岡 270,403 1.0 45,802 0.5 36,678 ▲ 1.1 352,884 0.7

佐   賀 249,587 ▲ 4.3 23,334 1.0 9,885 ▲ 50.4 282,805 ▲ 6.9

長   崎 284,732 0.8 32,586 0.5 16,756 3.6 334,074 0.9

熊   本 232,603 1.9 23,935 ▲ 1.4 27,125 ▲ 11.4 283,440 0.1

大   分 256,315 1.2 30,193 1.0 29,515 2.0 316,023 1.2

宮   崎 251,581 1.9 28,399 ▲ 2.5 14,876 ▲ 1.7 294,856 1.2

鹿児島 277,647 1.0 38,974 ▲ 0.4 14,652 ▲ 3.8 331,273 0.6

沖   縄 236,872 1.0 28,152 1.8 29,232 ▲ 2.0 294,257 0.8

東　　京

平成２４年度　私立幼稚園保育料等平均額
(単位：円)

都道府県名 保育料
対前年度
増▲減％

入園料
対前年度
増▲減％

施設整備費
対前年度
増▲減％

合計
対前年比
増▲減％

全国の平均

北海道

東
　
北

関
　
東

九
　
州

資料出所＝文部科学省

※各都道府県の「合計」欄については、各学校における授業料、入学料及び施設整備費等の合計額を集計し学校
数で除しているため、表中の各欄（授業料、入学料、施設整備費等）の合計と一致しないことがある。

神奈川

東
海
・
北
陸

近
　
畿

大　　阪

中
　
国

四
　
国

平成２４年度　私立幼稚園保育料等平均額
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（単位：円）

公立幼稚園 私立幼稚園 公私の格差 公私 公立幼稚園 私立幼稚園 公立幼稚園 私立幼稚園 公私の格差

保育料（Ａ） 保育料（Ｂ） （Ｂ）－（Ａ） 比率 入 　園　 料 入 　園　 料 合　計　（Ｃ） 合　計　（Ｄ） （Ｄ）－（Ｃ）

77,940 257,478 179,538 3.3 1,203 52,519 79,143 309,997 230,854

89,666 209,711 120,045 2.3 1,644 41,046 91,310 250,757 159,447

青　森 72,491 253,817 181,326 3.5 1,316 27,284 73,807 281,101 207,294

岩　手 65,943 209,558 143,615 3.2 1,604 25,946 67,547 235,504 167,957

宮　城 59,552 218,779 159,227 3.7 459 30,120 60,011 248,899 188,888

秋　田 94,054 213,642 119,588 2.3 0 21,029 94,054 234,671 140,617

山　形 103,551 259,803 156,252 2.5 584 29,270 104,135 289,073 184,938

福　島 54,360 213,778 159,418 3.9 206 27,835 54,566 241,613 187,047

茨　城 52,767 224,082 171,315 4.2 444 39,464 53,211 263,546 210,335

栃　木 96,923 253,267 156,344 2.6 1,156 41,282 98,079 294,549 196,470

群　馬 65,472 235,503 170,031 3.6 1,144 33,097 66,616 268,600 201,984

埼　玉 91,436 282,052 190,616 3.1 550 63,555 91,986 345,607 253,621

千　葉 79,173 249,746 170,573 3.2 925 64,666 80,098 314,412 234,314

新　潟 74,247 241,366 167,119 3.3 1,341 27,442 75,588 268,808 193,220

山　梨 121,953 259,849 137,896 2.1 0 33,525 121,953 293,374 171,421

80,028 312,900 232,872 3.9 741 102,331 80,769 415,231 334,462

99,110 310,854 211,744 3.1 2,211 106,544 101,321 417,398 316,077

富　山 96,977 225,911 128,934 2.3 0 25,714 96,977 251,625 154,648

石　川 173,142 240,203 67,061 1.4 0 21,859 173,142 262,062 88,920

福　井 68,131 225,045 156,914 3.3 2,812 26,438 70,943 251,483 180,540

長　野 192,178 254,116 61,938 1.3 1,450 24,084 193,628 278,200 84,572

岐　阜 78,769 290,969 212,200 3.7 6 24,828 78,775 315,797 237,022

静　岡 72,955 226,873 153,918 3.1 524 31,649 73,479 258,522 185,043

愛　知 95,543 227,402 131,859 2.4 566 33,825 96,109 261,227 165,118

三　重 71,057 259,176 188,119 3.6 0 31,983 71,057 291,159 220,102

滋　賀 80,043 243,030 162,987 3.0 89 36,067 80,132 279,097 198,965

京　都 99,098 240,533 141,435 2.4 1,944 56,235 101,042 296,768 195,726

兵　庫 88,761 252,381 163,620 2.8 2,563 56,370 91,324 308,751 217,427

奈　良 73,404 210,633 137,229 2.9 1,759 42,674 75,163 253,307 178,144

和歌山 70,566 215,573 145,007 3.1 458 28,295 71,024 243,868 172,844

105,681 264,987 159,306 2.5 2,067 56,513 107,748 321,500 213,752

鳥　取 155,176 267,711 112,535 1.7 0 18,929 155,176 286,640 131,464

島　根 91,831 235,403 143,572 2.6 587 26,923 92,418 262,326 169,908

岡　山 64,013 196,282 132,269 3.1 0 26,441 64,013 222,723 158,710

広　島 86,123 237,343 151,220 2.8 1,209 39,653 87,332 276,996 189,664

山　口 74,141 218,628 144,487 2.9 49 16,606 74,190 235,234 161,044

徳　島 78,773 275,500 196,727 3.5 25 51,250 78,798 326,750 247,952

香　川 65,651 211,389 145,738 3.2 0 26,057 65,651 237,446 171,795

愛　媛 64,407 194,400 129,993 3.0 1,330 26,505 65,737 220,905 155,168

高　知 49,780 291,484 241,704 5.9 19 31,000 49,799 322,484 272,685

福　岡 69,760 270,403 200,643 3.9 2,112 45,802 71,872 316,205 244,333

佐　賀 104,004 249,587 145,583 2.4 1,758 23,334 105,762 272,921 167,159

長　崎 71,448 284,732 213,284 4.0 3,259 32,586 74,707 317,318 242,611

熊　本 64,333 232,603 168,270 3.6 307 23,935 64,640 256,538 191,898

大　分 62,947 256,315 193,368 4.1 55 30,193 63,002 286,508 223,506

宮　崎 57,224 251,581 194,357 4.4 3,465 28,399 60,689 279,980 219,291

鹿児島 55,509 277,647 222,138 5.0 444 38,974 55,953 316,621 260,668

沖　縄 52,317 236,872 184,555 4.5 5,518 28,152 57,835 265,024 207,189

都道府県名

平成24年度　公私立幼稚園保育料等平均額の比較

東
海
・
北
陸

近
　
畿

　東　　 　京

全国の平均

　北　海　道

東
　
北

　神　奈　川

資料出所＝文部科学省

九
　
州

関
　
東

中
　
国

四
　
国

　大　　 　阪

注）公私の比率は、公立幼稚園を１とした場合の私立幼稚園の率

平成 24 年度　公私立幼稚園保育料等平均額の比較
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56.6%

82.4%

70.2%

69.6%

69.4%

69.0%

68.4%

66.9%

65.1%

65.1%

64.1%

63.9%

63.2%

62.4%

61.6%

61.5%

61.4%

59.4%

55.7%

54.8%

53.7%

52.0%

50.4%

49.9%

49.8%

49.5%

49.2%

48.5%

48.1%

46.9%

45.7%

45.2%

45.0%

42.2%

40.6%

40.2%

38.4%

36.3%

33.5%

33.3%

33.0%

32.6%

32.3%

29.3%

29.1%

27.2%

26.7%

22.9%

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

全国

沖縄県

神奈川県

千葉県

福島県

埼玉県

徳島県

宮城県

静岡県

兵庫県

香川県

大阪府

東京都

栃木県

大分県

奈良県

茨城県

北海道

滋賀県

愛媛県

福岡県

山口県

京都府

三重県

岡山県

広島県

鹿児島県

愛知県

岐阜県

山形県

群馬県

岩手県

長崎県

佐賀県

和歌山県

秋田県

宮崎県

熊本県

山梨県

鳥取県

島根県

青森県

福井県

富山県

新潟県

石川県

高知県

長野県

都道府県別幼児教育・保育の普及状況（５歳児）

幼稚園就園率

41.3%

19.9%

25.2%

30.6%

29.5%

28.3%

35.6%

28.3%

33.4%

32.4%

40.7%

34.8%

36.5%

36.1%

35.0%

35.4%

36.9%

33.2%

42.5%

45.2%

43.6%

44.9%

45.8%

51.2%

48.2%

47.3%

46.3%

50.4%

52.6%

47.2%

52.6%

52.0%

50.6%

54.9%

57.1%

59.7%

50.6%

59.2%

65.9%

68.1%

65.6%

65.8%

68.6%

67.9%

71.3%

70.2%

73.1%

76.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保育所在籍率

（注）・保育所在籍率については、　「平成22年社会福祉施設等調査」（平成22年10月1日現在）を調査対象施設数及び集計施設数で
　　　　割り戻した数値を学年例別に換算し、文部科学省で推計したものである。
　　　・推計値であるため、幼稚園就園率と保育所在籍率の合計が100％を超えることがある。
 　(資料)文部科学省「平成22年度学校基本調査報告書」（平成22年5月1日現在）、厚生労働省「平成22年社会福祉施設等調査」
　　　　　　（平成22年10月1日現在）、総務省「平成22年国勢調査」（平成22年10月1日現在）
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幼稚園数 認定こども園 幼稚園数 認定こども園 幼稚園数 認定こども園 幼稚園数 認定こども園 幼稚園数 認定こども園

8,202 637 7,336 589 411 2 52 40 403 6

476 24 471 22 0 2 2 3

112 16 110 16 2 0 0

84 14 82 13 1 1 1 0

184 5 157 4 12 1 1 14

73 17 64 14 1 8 3 0

90 15 83 12 2 3 3 2

149 21 133 21 11 0 5

196 21 193 19 0 2 2 1

192 13 185 13 6 0 1

125 24 119 24 4 0 2

565 27 535 27 10 0 20

428 13 402 12 11 1 1 14

113 20 112 20 1 0 0

69 3 65 3 3 0 1

856 49 504 41 162 1 3 1 187 6

672 26 539 26 61 1 71

59 8 55 8 4 0 0

65 6 65 6 0 0 0

33 5 30 4 1 1 1 1

105 8 101 8 4 0 0

106 5 106 5 0 0 0

244 7 238 5 3 3 2 0

429 10 417 10 9 0 3

62 2 59 2 3 0 0

31 7 27 3 0 4 4 0

161 0 149 9 0 3

248 41 211 33 20 9 8 8

43 0 43 0 0 0

46 4 42 2 2 2 2 0

433 20 411 18 13 3 2 6

28 7 28 7 0 0 0

17 0 14 1 0 2

34 1 34 1 0 0 0

206 22 196 21 3 1 1 6

142 6 130 6 0 0 12

12 0 11 1 0 0

35 1 34 1 0 0 1

107 11 102 11 2 0 3

31 10 29 10 2 0 0

426 16 365 15 35 1 1 25

94 31 86 29 4 2 2 2

132 31 126 29 2 2 2 2

112 2 111 2 0 0 1

73 17 67 17 2 0 4

117 28 115 27 1 1 1 0

152 23 150 22 0 1 1 1

35 0 30 3 0 2

私立幼稚園における認定こども園数一覧

（平成24年5月1日現在）

都道府県名
合　　　計 学　　校　　法　　人 宗　　教　　法　　人 そ　の　他　の　法　人 個　　　　　　　　人

合       計

北　海　道

東
　
　
北

青   森

岩   手

宮   城

秋   田

山   形

福   島

関
　
　
　
　
東

茨   城

栃   木

群   馬

埼   玉

千   葉

新   潟

山   梨

東　　　京

神　奈　川

東
　
海
・
北
　
陸

富   山

石   川

福   井

長   野

岐   阜

静   岡

愛   知

広   島

山   口

三   重

近
　
　
畿

滋   賀

京   都

兵   庫

奈   良

和歌山

九
　
　
　
　
州

福   岡

佐   賀

長   崎

熊   本

大　　　 阪

中
　
国

鳥   取

島   根

岡   山

大   分

宮   崎

鹿児島

沖   縄

全日私幼連調査（各都道府県担当課回答から）

四
　
国

徳   島

香   川

愛   媛

高   知
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日
本
の
幼
児
教
育
無
償
化
議
論
が
活

発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば

２
０
０
６
年
の
政
府
骨
太
方
針
に
幼
児
教

育
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
て
以
降
、
政

府
機
関
に
お
い
て
も
少
し
ず
つ
幼
児
教
育

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た
結
果
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
政
権
下
で
は
幼

児
期
に
お
け
る
教
育
環
境
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
の
議
論
な
し
に
制
度
論
だ
け
が
先
行

し
て
き
た
た
め
に
、
幼
稚
園
教
育
に
携
わ

る
人
た
ち
に
混
乱
だ
け
が
醸
成
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
子
ど
も
が
育
つ
視
点
に
立
っ

て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
い
い
環
境
づ
く
り

の
議
論
が
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

　
既
に
紹
介
し
て
き
た
ヘ
ッ
グ
マ
ン
の
縦

断
研
究
の
成
果
は
、
貧
困
層
の
幼
児
教
育

投
資
効
果
を
調
査
し
た
も
の
で
す
。
日
本

に
お
け
る
貧
困
と
は
何
か
を
十
分
に
吟
味

し
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
の
方

向
性
を
見
誤
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
と
い
う
危
惧
を
抱
い
て
い
ま
す
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
は
幼
児
教
育
の
成
果
を
明

確
に
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
が
議
論
さ

れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
幼
児
期
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
能
力
は
、
自
ら
の
力
で
周
囲
の

事
象
を
意
味
づ
け
体
系
化
し
て
い
く
力
を

培
う
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
文
字

を
獲
得
し
、数
量
概
念
の
基
礎
を
獲
得
し
、

自
然
や
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
対
し

て
興
味
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を

育
て
る
こ
と
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
以
降
の
義
務
教
育
の
よ
う
に
体
系
化
さ

れ
た
内
容
を
教
え
る
と
い
う
課
題
認
識
と

は
、
そ
の
ベ
ク
ト
ル
の
方
向
が
逆
な
の
で

す
。幼
稚
園
界
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は
、

教
え
込
ま
れ
る
の
で
な
く
、
自
ら
の
力
で

世
界
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
教
育
観
が
広
が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
日
本
に
お
け
る
幼
児
教
育
は
幼
稚
園
が

担
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
幼
児
教
育
の

主
流
は
幼
稚
園
が
担
う
こ
と
に
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
世
界
の
中
で
日
本
の
幼
稚
園

教
育
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
と
し
て
少
し
低
下
し
て
き
て
い
る
と

は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の
学
力
は
世
界

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
き
て
い
る

の
で
す
。

　
い
ま
、
幼
児
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速

に
悪
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が

変
化
し
、
子
ど
も
が
家
庭
内
で
ゆ
っ
く
り

と
育
つ
環
境
が
壊
れ
て
き
て
い
ま
す
。
幼

稚
園
が
こ
の
社
会
構
造
の
変
化
に
ど
れ
だ

け
対
応
し
て
、
子
ど
も
の
育
つ
環
境
を
維

持
し
つ
つ
、
家
庭
を
支
え
る
役
割
を
担
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
の
窓
か
ら
社
会
を
見
て
い
る

と
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
幼
稚
園
で
育
て

ら
れ
る
よ
う
な
豊
か
な
社
会
に
な
っ
て
欲

し
い
と
願
う
の
で
す
が
、
一
方
で
は
社
会

の
す
べ
て
の
人
に
対
応
す
る
施
設
に
変
化

す
る
こ
と
を
求
め
る
声
も
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　
い
ま
こ
そ
、
幼
稚
園
が
機
能
を
広
げ
て

多
く
の
子
ど
も
が
育
っ
て
い
け
る
環
境
に

変
化
す
る
と
と
も
に
、
ど
こ
が
幼
稚
園
で

の
育
ち
で
あ
り
、
家
庭
の
教
育
機
能
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
の
接
点
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
の
構
造

変
化
に
対
し
て
幼
稚
園
は
そ
の
機
能
を
、

子
ど
も
の
視
点
か
ら
発
信
し
て
い
け
る
唯

一
つ
の
機
関
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
お
わ
り
）
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ど
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子
ど
も
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環
境
づ
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を
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国 都道府県 市町村

○認定こども園整備事業 市町村  1/2 －  1/4

○幼稚園耐震化促進事業 都道府県  1/2 － －

○認定こども園事業費 市町村  1/2  1/4  1/4 平成２５年度末

○幼児教育の質の向上のための緊急環境整備  1/2 － － 平成２５年度末

 1/3 － －

○認定こども園等における教育の質の向上のための研修支援 平成２５年度末

 1/2  1/2 －

 1/2 －  1/2

 1/2 － －

①事業内容

　教育の質を向上させるために行う、認定こども園における研修、幼稚園・保育
所の教職員の合同研修及び幼稚園と保育所等の連携に係る研修を実施す
る。また、研修（都道府県、市町村が必要と認める研修に限る。）に参加するこ
とを可能にするための費用の補助を行う。

※  研修の対象者：幼稚園・認定こども園・保育所の教職員等
※　補助対象経費：研修事業の実施に必要な賃金、諸謝金、旅費、需用費
　 （消耗品費、印刷製本費、会議費）、役務費（通信運搬費等）、委託料、
　使用料、賃借料等及び研修参加職員の代替に伴う賃金、研修参加費等
※　補助基準額：研修参加教職員１人当たり　　６，２５０円

■はじめに
　安心こども基金については、平成２４年度経済危機対応・地域活性化予備費において、136億円が計上され、積み
増しが必要な都道府県への交付を行うとともに、事業実施期限を２５年度末まで１年間延長しました。文部科学省関
係では、次の表に掲げる事業について、②欄の実施主体が、①欄の事業内容を実施する場合、③欄に掲げる補助率
が適用されることとなっています。
　また、平成２２年度末までとなっていた「幼児教育の質の向上のための緊急環境整備」のうち、遊具・運動用具・教
具（図書を含む）等の整備について、２５年度末まで実施期限を延長することとしましたので、質の高い環境で、子ども
を安心して育てるため、遊具や子どもの読書活動の推進のための図書整備などに積極的にご活用ください。
　なお、補助を希望する場合は、各都道府県の「安心こども基金」の担当窓口までお問い合わせください。

「安心こども基金」における文部科学省関係事業について

平成２６年３月３
１日とする。ただ
し、平成２５年度
中に施設整備に
着手し、平成２６
年度に完了が見
込まれる場合に
は、施設整備が
完了する月の末
日又は平成２７
年３月３１日のい
ずれか早い日と
する。

②実施主
体

③補助率
④事業実施期限

　幼保連携型認定こども園の幼稚園、又は幼保連携型の要件を満たす保育
所型認定こども園の幼稚園機能部分若しくは幼稚園型認定こども園の保育所
機能部分の施設整備費（創設、増築、増改築、改築、大規模修繕等）の補助
を実施する。

※　学校法人等が対象
※　幼稚園型認定こども園の保育所機能部分については、対象児童における
　 １歳以上の全年齢の子どもを受け入れる場合に補助対象

　保育所型認定こども園の幼稚園機能部分及び幼稚園型認定こども園の保育
所機能部分に関する事業に対し、事業費の補助を実施する。

※　学校法人等が対象
※　幼稚園型認定こども園の保育所機能部分については、対象児童における
　 １歳以上の全年齢の子どもを受け入れる場合に補助対象

　認定こども園への移行を予定する幼稚園（既に認定こども園に移行した場合
を含む。）の耐震化を促進するための施設整備費（増改築、改築）の補助を実
施する。

※　学校法人等が対象
※　概ね５年以内に幼保連携型認定こども園又は幼稚園型認定こども園
   （年齢要件なし）に移行する計画を有すること

都道府県

　幼児教育の質の向上のため、遊具・運動用具・教具（図書を含む）・保健衛
生用品等（短期間のうちに消耗する物品や個人の所要に係る物品を除く）の整
備のための費用を支援する。

※　学校法人等が対象
※　補助基準額：１施設当たり　２，０００千円

↑幼保連携型認定こども園
　 を構成する幼稚園

↓上記以外の幼稚園

都道府県

○事業主が都道府県の場合

○事業主が市町村の場合

○事業主が都道府県が適当
　 と認める者の場合

文部科学省だより
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【補助基準額表】＜文部科学省関係部分抜粋＞

＜本体工事＞ （単位：千円）

標準 都市部 標準 都市部 標準 都市部 標準 都市部

定員20名以下 82,000 90,200 78,000 85,800 74,000 81,400 70,000 77,000

定員21～30名 86,000 94,600 82,000 90,200 80,000 88,000 76,000 83,600

定員31～40名 100,000 110,000 94,000 103,400 90,000 99,000 86,000 94,600

定員41～70名 114,000 125,400 108,000 118,800 102,000 112,200 98,000 107,800

定員71～100名 148,000 162,800 142,000 156,200 134,000 147,400 128,000 140,800

定員101～130名 178,000 195,800 170,000 187,000 160,000 176,000 154,000 169,400

定員131～160名 206,000 226,600 198,000 217,800 186,000 204,600 178,000 195,800

定員161～190名 234,000 257,400 224,000 246,400 212,000 233,200 200,000 220,000

定員191～220名 260,000 286,000 250,000 275,000 240,000 264,000 224,000 246,400

定員221～250名 288,000 316,800 276,000 303,600 262,000 288,200 246,000 270,600

定員251名以上 320,000 352,000 304,000 334,400 290,000 319,000 276,000 303,600

特殊附帯工事

設計料加算

＜解体撤去工事、仮設施設整備工事＞ （単位：千円）

定員20名以下

定員21～30名

定員31～40名

定員41～70名

定員71～100名

定員101～130名

定員131～160名

定員161～190名

定員191～220名

定員221～250名

定員251名以上

○認定こども園事業費 （単位：円）

４歳以上児

３歳児

１・２歳児

乳児

※都市部とは、助成決定年度又はその前年度における４月１日現在の人口密度が、1,000人／k㎡以上の市町村をいう。
※特殊附帯工事とは、資源有効活用整備（ソーラーの整備を含む）及び消融雪設備整備に要する経費である。
※幼稚園耐震化促進事業については、耐震診断費として、1㎡あたり２千円を加算する。
※豪雪地帯対策特別措置法第2条第2項の規定に基づき指定された特別豪雪地域に所在する場合は、Ａ地域基準額を適用し、さらに
　 その定める方法により算定された基準額に対して、０．０８を乗じて得られた基準額を加算すること。（小数点以下切捨て）

○認定こども園整備事業
○幼稚園耐震化促進事業

基準額（１人当たり月額）

－ 57,000

－ 107,000

13,000 18,000

13,000 22,000

年齢区分
保育所型幼稚園機能部分 幼稚園型保育所機能部分

11,880 13,068 22,140 24,354

9,240 10,164 17,220 18,942

10,560 11,616 19,680 21,648

6,600 7,260 13,500 14,850

7,920 8,712 14,760 16,236

4,400 4,840 9,000 9,900

5,280 5,808 10,800 11,880

2,480 2,728 4,320 4,752

3,120 3,432 6,000 6,600

1,640 1,804 2,920 3,212

1,860 2,046 3,564 3,920

D地域

青森県・岩手県・福島県・東京都・富山県・山梨
県・長野県・沖縄県

基準額（１施設当たり）

解体撤去工事 仮設施設整備工事

標準 都市部 標準 都市部

北海道・宮城県・秋田県・
山形県・茨城県・神奈川
県・新潟県・石川県・岐阜
県・静岡県・三重県・京都
府・大阪府・奈良県・鳥取
県・広島県・熊本県・鹿児
島県

栃木県・群馬県・埼玉県・
千葉県・福井県・愛知県・
滋賀県・兵庫県・和歌山
県・島根県・岡山県・山口
県・香川県・高知県・佐賀
県・長崎県・宮崎県

徳島県・愛媛県・福岡県・
大分県

12,480

総事業費の５％

基準額（１施設当たり）

A地域 B地域 C地域
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サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
社
会
実
現

　
の
た
め
の
４
つ
の
事
項

　
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
と
は
、
国
連
の
「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」
の
最

終
報
告
（
１
９
８
７
年
）
の
中
で
持
続
可

能
性
や
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
い
て
世
界

に
広
く
打
ち
出
さ
れ
、
今
や
国
家
運
営
や

企
業
経
営
や
地
域
活
動
の
み
な
ら
ず
、
社

会
の
方
向
性
を
示
す
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
進

む
べ
き
方
向
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
社
会
実
現
の
た
め
に
は
、
次
の
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

１�
．
自
然
と
環
境
、
人
々
の
幸
せ
、
適
正
な

経
済
の
発
展
の
３
つ
が
調
和
す
る
こ
と

２�

．そ
れ
が
現
在
の
み
な
ら
ず
将
来
に
渡
っ

て
、
ま
た
世
界
中
で
可
能
に
な
る
こ
と

３�

．
行
政
、
教
育
、
企
業
、
市
民
が
連
携

す
る
こ
と

４
．
こ
れ
ら
を
地
域
で
実
現
す
る
こ
と

　
な
ぜ
教
育
と
企
業
の
連
携
が

　
必
要
な
の
か

　
私
が
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
、
あ
る
い
は
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
言
葉

に
関
心
を
持
っ
た
の
は
２
０
０
２
年
頃
か

ら
訪
れ
て
い
る
米
国
ウ
ェ
ス
ト
ミ
シ
ガ
ン

州
グ
ラ
ン
ド
ラ
ピ
ッ
ツ
市
と
の
出
会
い
か

ら
で
す
。

　
市
長
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｋ
・
ハ
ー
ト
ウ
ェ

ル
は
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
地
域
の
あ
り
方

と
し
て
教
育
機
関
と
行
政
、
企
業
が
連

動
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と

し
、
良
質
な
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ

と
が
地
域
活
動
の
将
来
へ
の
正
し
い
発
展

と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
何
回
目
か
の

グ
ラ
ン
ド
ラ
ピ
ッ
ツ
訪
問
の
際
に
市
長

に
「
な
ぜ
教
育
と
企
業
の
連
携
も
必
要
な

の
か
。」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
市
長
か
ら�

「
例
え
ば
子
ど
も
た
ち
に
、
何
が
安
全
で

環
境
に
良
く
、
体
に
良
い
か
と
い
う
こ
と

を
教
育
す
る
こ
と
は
、
将
来
そ
の
こ
と
を

学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
に
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
社
会
を
理
解
し

た
企
業
人
や
消
費
者
や
社
会
人
と
し
て
育

つ
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
の
教
育
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
社

会
的
責
任
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に

企
業
の
発
展
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。
と
同
時
に
教
育
を
預
か
る
行
政
に

と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。」
と
い

う
明
快
な
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
共
通
の
価
値
を
作
り
だ
す

　
こ
と
こ
そ
持
続
可
能
な
社
会

　
教
育
と
企
業
と
の
連
携
は
日
本
に
お
い

て
は
こ
れ
ま
で
不
安
や
不
信
が
あ
っ
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
や
、
発
展

す
る
企
業
は
社
会
で
良
心
的
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
社
会
的
責
任
（corporate 

social respon
sibility

＝C
S
R

）
を
果

た
す
事
が
最
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
更
に
企
業
は

社
会
的
責
任
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
社

会
の
中
で
色
々
な
と
こ
ろ
と
連
携
し
な
が

ら
、
必
要
で
か
つ
重
要
な
価
値
を
作
り
だ

す
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
共
通
価
値

の
創
造
（C

reatin
g S
hared V

alue

＝ 

C
S
V

）」

　「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
社
会
を
行
政
、

教
育
機
関
、企
業
が
共
通
の
価
値
と
し
て
、

作
り
だ
す
こ
と
こ
そ
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
朝
日
エ
ル
グ
ル
ー
プ
会
長
）

 
　
　
　「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
」
が

　
　
　
　
　
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
な
）
社
会
を
作
る

　
　
　
　
　
　
～
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
の
実
現
に
企
業
が
関
わ
る
こ
と
の
意
味
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山 

慶
子
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豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
昨
冬
に
続
き
、
今

冬
も
青
森
県
内
各
地
で
積
雪
が
多
く
、
特

に
津
軽
地
区
の
各
園
で
は
連
日
雪
と
の
闘

い
で
し
た
。

　
昨
年
１０
月
１９
・
２０
日
の
２
日
間
、
第
２７

回
東
北
地
区
私
立
幼
稚
園
教
員
研
修
大
会

を
弘
前
市
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
の
た
め
第
２６
回
は
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
大

会
は
被
災
地
の
復
興
を
願
い
寄
り
添
う
気

持
ち
と
絆
を
深
め
る
べ
く
、
大
会
を
目
標

に
臨
ん
だ
次
第
で
す
。

　
当
日
は
た
わ
わ
に
実
っ
た
り
ん
ご
が
皆

さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
今
回
、「
地

域
か
ら
保
育
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
（
街
歩
き

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）」
の
分
科
会
を
設
け
、

保
育
と
の
関
連
に
取
り
組
ん
で
み
た
点
は

新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
全
体
会
に
お
い
て
岩
手
、
宮
城
、
福
島

の
団
体
長
よ
り
被
災
地
か
ら
の
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
一
昨
年
暮

れ
に
３
県
の
被
災
さ
れ
た
幼
稚
園
に
「
り

ん
ご
の
願
い
を
届
け
よ
う
」
～
青
森
り
ん

ご
を
子
ど
も
た
ち
へ
～
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
一
員
と
し
て
訪
れ
、
津
波
被
害
の
光
景

に
胸
を
痛
め
言
葉
を
失
い
ま
し
た
が
、
園

児
た
ち
の
喜
び
の
声
を
聞
き
、
か
え
っ
て

こ
ち
ら
が
元
気
を
貰
っ
た
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
聞
き
入
り
ま
し
た
。
長
期
化

す
る
復
旧
活
動
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ

ア
の
難
し
さ
、
そ
し
て
目
に
見
え
な
い
放

射
能
の
恐
怖
等
。「
普
通
の
幼
稚
園
生
活
」

に
戻
る
に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
あ

る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
し
か
し

同
時
に
そ
の
よ
う
な
中
で
保
育
に
打
ち
込

む
先
生
方
の
日
々
の
努
力
、
熱
意
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
訪
問
し
た
被
災
園
の
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
に
出
会
い
、
東
北
大
会
で
先
生
方
と
再

会
を
喜
び
、
り
ん
ご
を
通
し
て
新
し
い

「
絆
」
を
い
た
だ
い
た
「
今
」、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
互
い
に
問
い
、
仲

間
意
識
を
高
め
た
い
も
の
で
す
。

（
青
森
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
副
会
長
、

北
津
軽
郡
板
柳
町
・
つ
き
か
げ
幼
稚
園
／

大
屋
俊
考
）

　
年
が
明
け
、
新
学
期
が
始
ま
っ
た
１
月�

８
日
の
午
後
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉

教
授
の
内
田
伸
子
先
生
を
お
招
き
し
て
、

香
川
県
私
立
幼
稚
園
連
盟
の
「
新
年
の

集
い
」
研
修
会
が
香
川
県
教
育
会
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
香
川
県
は
日
本

で
一
番
小
さ
い
県
で
す
が
、
そ
の
こ
と
は

全
県
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
や

す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
と
も
な
り
、
ま
た

新
学
期
早
々
で
多
く
の
園
が
午
前
保
育
だ�

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
香
川
県
内
の
私
立
幼

稚
園
の
ほ
ぼ
全
教
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
「
子
ど
も
中
心
の
保
育
の
原
理

『
子
ど
も
の
創
造
的
想
像
力
を
育
む
保
育

者
の
役
割
』
子
ど
も
の
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
・

あ
た
ま
の
発
達
に
寄
り
添
う
援
助
」
と
い

う
演
題
の
も
と
、
最
新
の
デ
ー
タ
と
知
見

に
基
づ
い
た
お
話
し
と
、
堀
合
文
子
先
生

の
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園
に
お

け
る
実
践
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
伺
う
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
内
容
の
濃
い
研
修
で

し
た
。

　
香
川
県
私
立
幼
稚
園
連
盟
で
は
、
全
教

員
を
対
象
と
す
る
研
修
会
と
し
て
は
、
上

記
の
新
年
研
修
会
を
は
じ
め
、
３
月
と
６

月
に
一
般
研
修
会
、
１０
月
に
は
、
香
川
県

内
の
全
私
立
幼
稚
園
を
休
園
し
て
、
担
当

園
の
公
開
保
育
を
中
心
と
し
た
教
育
研
究

大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
園
長
・
設
置
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
毎
月
開
催
し
て
お
り
、
平
成
２４

年
度
か
ら
香
川
県
私
立
幼
稚
園
連
盟
の
坪

井
理
事
長
が
、
全
日
私
幼
連
の
政
策
委
員

長
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
月
、
中
央
の
最

新
の
情
報
に
よ
る
研
修
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
民
主
党
政
権
下
で
の
幼
保
一
体
化
議
論

の
中
で
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
内
容
の
差

が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え

ま
す
が
、
教
員
研
修
の
さ
ら
な
る
充
実
に

よ
っ
て
、
幼
児
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
私
立
幼
稚
園
の
重
要

な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
香
川
県
私
立
幼
稚
園
連
盟
副
理
事
長
、　

高
松
市
・
の
ぞ
み
幼
稚
園
／
樫
村
文
夫
）

青
森
県
か
ら
の
お
た
よ
り

　
　 
香
川
私
幼
の
教
職
員
研
修

香
川
県
か
ら
の
お
た
よ
り

青森県メモ

面積：９，６４４．５５ｋｍ２

県の花：りんごの花

県の木：ヒバ

県民鳥：白鳥

香川県メモ

面積：１，８７６ｋｍ２

県花・県木：オリーブ

県民鳥：ホトトギス

県民獣：シカ

　
　 
り
ん
ご
で
お
も
て
な
し
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新
年
を
迎
え
た
、

と
思
っ
て
い
る
間

に
も
う
３
月
。
年

長
の
子
ど
も
た
ち

が
卒
園
す
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
卒
園

し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
園
で
過
ご
し
た

３
年
間
を
振
り
返
る
時
、
幼
稚
園
を
取
り

巻
く
政
治
的
な
動
き
の
変
化
の
大
き
さ
を

痛
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
が
大

学
ま
で
過
ご
し
た
学
校
生
活
は
、
特
に

「
教
育
」
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら

で
し
ょ
う
か
、
何
と
な
く
安
定
し
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
幼

稚
園
と
い
う
教
育
現
場
に
関
わ
っ
て
み

る
と
、「
教
育
」
は
意
外
に
も
不
安
定
で
、

外
か
ら
の
影
響
を
か
な
り
強
烈
に
受
け
る

も
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
水
面
を
漂
う
枯

葉
の
よ
う
だ
、
と
い
う
と
い
い
過
ぎ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
近
い
感
覚
を
覚

え
る
毎
日
で
す
。
で
も
こ
の
ま
ま
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
い
環
境
と
し
て

の
幼
稚
園
で
あ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
幼
稚
園
教
育
要
領
』
に
は
、「
よ
り
よ
い

教
育
環
境
」「
安
定
し
た
情
緒
」「
心
身
の

調
和
の
と
れ
た
発
達
」
と
い
っ
た
言
葉
が

並
ん
で
い
ま
す
。
教
育
現
場
に
は
、
何
よ

り
「
安
定
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
心

地
よ
い
、
安
定
し
た
春
風
が
吹
く
こ
と
を

望
み
ま
す
。

（
調
査
広
報
委
員
長
・
西
谷
正
文
）

編
集

　

後
記

平成２５年度（第２回）　免許状更新講習の認定一覧

●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習

講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

山形県

山形市

　当講習は、一人一人の教師の力量を高める

ため「保育現場での質を高める」「幼稚園の

役割を広め深める」の 2 つの事項について理

解と実践をふり返り、また、園内研修や保育

者間の関係、実践研究の取り組み ･ まとめか

ら、保育内容の充実に向けた応用力を養うこ

とを目指している。その他、保護者との円滑

な関係の構築等、他機関との連携・協力につ

いても具体的に学ぶこととしている。事例発

表やグループ討議などを交えた講習を行う。

田澤　里喜（玉川大学教育学部 乳幼

児発達学科 助教、学校法人田澤学園

東一の江幼稚園 非常勤教務主任）

６時間 平成２５年５月１９日 ５０人

平２５- 

８１３４０-

５１７９１号

愛媛県

松山市

　保育ニーズの多様化に伴い、幼稚園教諭に

対する期待は今まで以上に高まっている。そ

の期待に応えていくため、今、あらためて幼

稚園教諭に必要な資質とは何かを考える。ま

た、幼稚園教諭自身の“折れない心”を柱とし、

自己教育力、保育者としての自信（保育者効

力感）、仕事のやりがいの関係性について学

びとともに、保育の質についても見つめ直す。

川村　高弘（前　愛媛女子短期大学 

（現　環太平洋大学短期大学部）副学

長、くらしき作陽大学子ども教育学部

准教授）

橋本　正巳（兵庫教育大学大学院客員

教授）

６時間
平成２５年８月５日～

平成２５年８月６日
５０人

平２５- 

８１３４０-

５１７９２号

　
　
　
　
私
幼
時
報
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　「
私
幼
時
報
」
は
全
日
本
私
立
幼
稚

園
連
合
会
お
よ
び
財
団
法
人
全
日
本
私

立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
の
月
刊

誌
と
し
て
加
盟
の
幼
稚
園
に
毎
月
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
幼
時
報
は
、
全
日
私
幼
連
、
㈶
全

日
私
幼
研
究
機
構
の
会
議
報
告
の
他

に
、「
視
点
」「
免
許
状
更
新
講
習
・
認

定
一
覧
」
や
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
」
な
ど
、
園

長
先
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
の
方
や
保

護
者
の
方
に
も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
誌
面
も
設
け
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
様
で
私
幼
時
報
を
閲
覧
し
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。�

（
調
査
広
報
委
員
会
）


